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令
和
3
年
7
月
26
日
、
国
連

教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
の
第
44
回
世
界
遺
産
委

員
会
に
お
い
て
「
奄
美
大
島
・

徳
之
島
・
沖
縄
島
北
部
及
び
西

表
島
」
の
世
界
自
然
遺
産
へ
の

登
録
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し

た
。
登
録
区
域
は
4
島
に
及
ぶ

約
4
万
3
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
約

７
割
が
国
有
林
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
大
部
分
が
森
林
で
あ

【浦内川河口に広がるマングローブ林：ドローンによる空撮】

【オキナワウラジロガシの見事な板根】

奄
美
大
島
・
徳
之
島
・
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島

り
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
や
ヤ

ン
バ
ル
ク
イ
ナ
、
ア
マ
ミ
ノ
ク

ロ
ウ
サ
ギ
な
ど
希
少
な
固
有
種

が
数
多
く
生
息
す
る
生
物
多
様

性
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
国
際
自
然
保
護
連
合

（ICUN

）
か
ら
観
光
客
数
の
抑

制
策
、
希
少
種
の
交
通
事
故
防

止
策
な
ど
に
つ
い
て
令
和
４
年

12
月
1
日
ま
で
の
回
答
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
決
定

令
和
3
年
7
月
26
日
、
第
44
回
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、
「
奄
美
大
島
・
徳
之
島
・
沖
縄

島
北
部
及
び
西
表
島
」
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
が
決
定
。
白
神
山
地
、
屋
久
島
、
知
床
、
小
笠
原

諸
島
に
次
い
で
5
件
目
。

希
少
な
固
有
種
の
生
息
す
る
生
物
多
様
性
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
一
方
で
、
観
光
客
の
抑
制
策

や
希
少
種
の
交
通
事
故
防
止
策
な
ど
に
つ
い
て
回
答
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。



【マングローブ林調査：左上下：浦内川、右上：後良川、右下：前良川】

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
西
表
島

に
生
育
す
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

の
保
全
・
保
護
活
動
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
島
内
７
箇
所

に
調
査
箇
所
を
設
定
し
、
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
林
の
生
育
状
況
や
生

育
環
境
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す

る
の
か
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
隆

替
を
知
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
は
5
調
査
区
（
浦
内
川
2
カ

ヤ
エ
ヤ
マ
ヒ
ル
ギ

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
下
流

部
に
生
育
し
、
西
表
島
全
域

で
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

西
表
島
で
は
、
仲
間
川
の

一
部
と
浦
内
川
な
ど
島
の
西

部
で
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

地
上
根
は
支
柱
根
と
呼
ば

れ
る
タ
コ
足
状
の
根
を
多
数

広
げ
、
強
風
で
も
幹
が
倒
れ

な
い
よ
う
丈
夫
に
な
っ
て
い

ま
す
。

分
布
の
北
限
は
沖
縄
本
島

で
す
。

(

出
典
：
西
表
島
の
植
物
誌)

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

所
、
与
那
田
川
1
カ
所
、
前
良

川
1
カ
所
、
後
良
川
1
カ
所
）

が
該
当
し
、
令
和
3
年
4
月
～

6
月
に
か
け
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、
オ

ヒ
ル
ギ
、
ヤ
エ
ヤ
マ
ヒ
ル
ギ
の

樹
高
、
胸
高
直
径
な
ど
の
生
育

状
況
、
稚
樹
の
発
生
状
況
、
光

環
境
（
開
空
度
調
査
）
、
地
盤

高
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
実
施

し
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
は
浦
内
川
な
ど
5
カ
所

マングローブの植物紹介

【タコ足状に根を広げるヤエヤマヒルギ】



船
浦
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
希
少
個
体
群
保
護
林
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

ニ
ッ
パ
ヤ
シ

西
表
島
が
世
界
の
分
布
北

限
で
、
船
浦
湾
と
内
離
島
の

2
カ
所
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。幹

が
な
い
の
で
、
地
上
に

は
葉
だ
け
が
出
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。

熱
帯
地
方
で
は
葉
を
屋
根
葺

き
の
材
料
な
ど
に
使
っ
て
い

ま
す
。

実
は
球
形
で
、
堅
い
種
子

を
持
ち
ま
す
。

(

出
典
：
西
表
島
の
植
物
誌)

【6月23日の１回目の調査は雨の中の調査となった】

（
6
月
と
11
月
）
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

令
和
3
年
度
は
悪
天
候
の
影

響
も
あ
り
、
2
回
に
分
け
て
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
内
容
は
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
の

葉
っ
ぱ
の
状
態
、
幼
葉
の
数
、

光
環
境
（
開
空
度
調
査
）
、
地

盤
高
の
変
化
を
実
施
し
ま
し
た
。

マングローブの植物紹介

幼
葉
の
数
、
葉
の
状
態
、
周
辺
環
境
を
測
定

船
浦
の
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
希
少
個

体
群
保
護
林
は
自
生
地
の
北
限

と
し
て
植
物
地
理
学
上
重
要
な

も
の
で
あ
り
、
国
指
定
の
天
然

記
念
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当

セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
17
年
度
以

降
継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
28

年
度
以
降
は
毎
年
、
年
2
回

調
査
で
は
幼
葉
の
枚
数
が
66

枚
で
し
た
が
、
枯
死
し
た
葉
の

枚
数
が
２
０
０
枚
以
上
と
多
く

な
り
ま
し
た
。
降
水
量
や
気
温

の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
今

後
も
船
浦
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
群
落
の

保
全
に
資
す
る
た
め
、
調
査
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

【船浦ニッパヤシ希少個体群保護林。ドローンによる空撮】

【葉を広げるニッパヤシ】

【
7
月
7
日
の
2
回
目
の
調
査

こ
の
日
は
暑
く
、
川
に
体
を
沈
め
休
む
も
の
も
い
た
。
】



森
の
巨
人
百
選

巨
樹
・
巨
木
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

仲
間
川
の
サ
キ
シ
マ
ス
オ
ウ
ノ
キ

及
び
ウ
タ
ラ
川
の
オ
ヒ
ル
ギ
を
調
査が

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
17
年

(

２
０
０
５
年)

か
ら
毎
年
、
両

巨
木
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

6
月
30
日
に
仲
間
川
の
サ
キ
シ

マ
ス
オ
ウ
ノ
キ
、
7
月
5
日
に

ウ
タ
ラ
川
の
オ
ヒ
ル
ギ
を
調
査

し
、
樹
高
、
胸
高
直
径
な
ど
の

生
育
具
合
や
周
り
の
植
物
の
発

生
状
況
、
林
内
へ
の
光
の
入
り

林
野
庁
で
は
平
成
12
年
（
２

０
０
０
年
）
に
、
全
国
の
国
有

林
内
に
生
存
す
る
巨
樹
・
巨
木

を
国
民
共
有
の
財
産
と
し
て
将

来
に
わ
た
っ
て
保
全
し
て
い
く

た
め
、
代
表
的
な
巨
樹
・
巨
木

を
「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
に

選
定
し
ま
し
た
。

九
州
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、

当
初
20
本
の
巨
樹
・
巨
木
が
選

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
枯
死
等

具
合
な
ど
を
計
測
し
ま
し
た
。

ま
た
、
仲
間
川
の
サ
キ
シ
マ

ス
オ
ウ
ノ
キ
に
つ
い
て
は
、
幹

に
着
生
し
た
ア
コ
ウ
の
成
長
や

以
前
か
ら
タ
カ
サ
ゴ
シ
ロ
ア
リ

の
営
巣
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
ウ

タ
ラ
川
の
オ
ヒ
ル
ギ
に
つ
い
て

は
、
樹
幹
内
の
腐
朽
が
著
し
く

進
ん
で
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
2
本
の
巨
木
と
も
老

齢
で
あ
り
、
今
後
樹
木
の
樹
勢

は
じ
め
生
育
環
境
等
を
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【仲間川のサキシマスオウノキ】

【ウタラ川のオヒルギ。調査地へのアクセスはカヤック】

に
よ
り
、
現
在
縄
文
杉
な
ど
18

本
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
西
表
島
の
国
有

林
内
に
生
育
す
る
「
仲
間
川
の

サ
シ
マ
ス
オ
ウ
ノ
キ
【
樹
高
：

23
・
9
ｍ
、
幹
周
：
３
７
４
ｃ

ｍ
、
樹
齢
：
４
０
０
歳

(

推

定)

】
」
「
ウ
タ
ラ
川
の
オ
ヒ

ル
ギ
【
樹
高
：
8
・
4
ｍ
、
幹

周
：
３
１
２
ｃ
ｍ
、
樹
齢
：
４

０
０
歳
（
推
定
）
】
」
の
2
本

【タカサゴシロアリの巣。サキシマスオウノキに営巣】

【オヒルギとアナジャコの巣】



プ
ロ
は
す
ご
い
！

ガ
イ
ド
に
よ
る
カ
ヤ
ッ
ク
指
導

【まずは陸上でパドル操作方法を確認中】

【4月1日に赴任した職員へのカヤック研修。講師の説明を真剣に聞き入る受講生】

西
表
島
は
東
部
の
仲
間
川
と

西
部
の
浦
内
川
の
主
要
河
川
を

は
じ
め
大
小
い
く
つ
も
の
河
川

が
あ
り
、
河
川
周
辺
部
は
海
岸

部
と
と
も
に
希
少
な
野
生
動
植

物
の
生
息
、
生
育
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
西
表
島
を
特

運
航
に
係
る
安
全
確
保
の
た
め
の
訓
練
を
実
施

ン
タ
ー
に
在
籍
し
て
い
る
職
員

が
行
い
、
実
際
の
操
縦
訓
練
は

地
元
カ
ヤ
ッ
ク
ツ
ア
ー
の
ガ
イ

ド
に
依
頼
し
実
施
し
ま
し
た
。

カ
ヤ
ッ
ク
ツ
ア
ー
を
生
業
と
し

て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
さ
す
が

プ
ロ
と
い
っ
た
知
識
と
経
験
を

惜
し
げ
も
な
く
教
え
て
い
た
だ

き
、
カ
ヤ
ッ
ク
の
操
縦
、
運
航

時
の
安
全
確
保
、
河
川
運
航
時

の
ル
ー
ル
や
係
留
方
法
な
ど
幅

広
に
指
導
い
た
だ
き
、
職
員
の

操
縦
指
導
と
は
ひ
と
味
も
ふ
た

味
も
違
う
大
変
充
実
し
た
操
縦

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

徴
づ
け
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
も

こ
れ
ら
の
地
域
に
広
く
分
布
し

て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ら
の

生
態
系
を
保
全
す
る
た
め
、
各

種
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や
巡
視

活
動
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

る
カ
ヤ
ッ
ク
の
知
識
や
操
縦
の

安
全
確
保
に
か
か
る
カ
ヤ
ッ
ク

訓
練
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
5
月
18
日
に
西
表

島
古
見
の
後
良
川
に
て
セ
ン
タ

ー
職
員
2
名
、
同
様
の
業
務
を

行
う
沖
縄
森
林
管
理
署
の
大
原

森
林
事
務
所
職
員
1
名
の
操
縦

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
座
学
を
昨
年
度
か
ら
セ

【
受
講
者
の
声
】

初
め
て
の
カ
ヤ
ッ
ク
研
修

で
し
た
。
2
人
乗
り
の
カ
ヤ

ッ
ク
に
乗
り
ま
し
た
が
、
前

の
人
と
後
の
人
で
テ
ン
ポ
良

く
漕
が
な
い
と
、
ま
っ
す
ぐ

進
ん
で
く
れ
ず
、
右
往
左
往

し
て
い
ま
し
た
。

西
表
島
は
河
川
が
多
く
、

調
査
地
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が

カ
ヤ
ッ
ク
の
み
に
な
っ
て
い

る
場
所
も
あ
る
の
で
、
安
全

に
十
分
留
意
し
な
が
ら
操
作

し
て
い
き
ま
す
。
（
セ
）

【写真右：7月5日ウタラ川オヒルギ
調査。アクセスはカヤック
後ろ姿は所長。奮闘中。】

【写真上：2人乗りのカヤック
息を合わせないとまっすぐ
進まない】

し
か
し
、
西
表
島
は
自
然
環
境

保
護
等
の
観
点
か
ら
道
路
な
ど

の
整
備
は
限
ら
れ
て
お
り
、
当

セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
一
部
に
は
、

水
上
か
ら
の
カ
ヤ
ッ
ク
に
よ
る

ア
ク
セ
ス
手
段
が
最
適
な
箇
所

も
あ
り
、
新
た
に
赴
任
し
た
職

員
に
は
、
熟
練
し
た
職
員
に
よ



希
少
野
生
動
植
物
の
密
猟
・
盗
掘
等
を
防
止
す
る

た
め
の
普
及
啓
発
活
動
の
事
前
会
議
を
実
施

西
表
島
は
、
亜
熱
帯
性
気
候

や
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
特
有
な

野
生
動
植
物
が
分
布
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
動
植
物
が
こ
れ
ま
で

島
外
に
持
ち
出
さ
れ
て
き
ま
し

た
。昨

今
は
、
島
内
の
ほ
ぼ
全
域

が
国
立
公
園
へ
指
定
、
林
野
庁

の
定
め
る
森
林
生
態
系
保
護
地

【普及啓発活動の実施内容を確認中】

域
も
拡
張
さ
れ
、
ま
た
、
竹
富

町
自
然
環
境
保
護
条
例
の
改
訂

に
よ
り
指
定
動
植
物
が
選
定
さ

れ
た
ほ
か
、
国
内
希
少
野
生
動

植
物
種
も
新
た
に
数
種
追
加
さ

れ
る
な
ど
保
護
体
制
に
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
特
に
春
、

夏
、
秋
の
特
定
の
昆
虫
が
発
生

す
る
時
期
に
採
集
者
が
多
な
っ

て
い
ま
す
。
昆
虫
採
集
が
主
た

る
目
的
で
す
が
、
一
部
の
採
集

者
は
希
少
な
植
物
、
甲
殻
類
や

両
生
爬
虫
類
な
ど
ほ
か
の
生
き

物
も
採
集
し
て
持
ち
帰
る
傾
向

が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
主
要

な
昆
虫
採
集
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

ほ
と
ん
ど
が
国
有
林
の
西
表
島

森
林
生
態
系
保
護
地
域
内
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
入
林
や
調

査
に
は
許
可
申
請
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
も

関
係
行
政
機
関
に
よ
る
希
少
野

生
動
植
物
の
密
猟
・
盗
掘
等
を

防
止
す
る
た
め
の
普
及
啓
発
活

動
を
実
施
す
る
べ
く
、
7
月

8
日
（
木
）
環
境
省
西
表
野
生

生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

事
前
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
昨
年
度
の
活
動

結
果
等
を
踏
ま
え
た
今
年
度
の

活
動
内
容
の
提
案
や
確
認
な
ど
、

関
係
行
政
機
関
に
よ
る
白
熱
し

た
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
会
議
結
果
に
基

づ
き
、
希
少
な
動
植
物
を
守
る

た
め
に
港
で
の
普
及
啓
発
活
動

や
主
要
地
点
の
合
同
巡
視
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【昨年度の活動の様子：パンフレットを渡して説明中】

と
っ
て
い
い
の
は
写
真
だ
け

「
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
」

▼
も
と
は
西
洋
の
言
葉
で
、

「
教
育
や
鍛
練
は
若
い
う
ち
に

こ
そ
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い

う
諺
で
あ
る
▼
「
奄
美
大
島
・

徳
之
島
・
沖
縄
島
北
部
及
び
西

表
島
」
が
令
和
3
年
7
月
26

日
の
第
44
回
世
界
遺
産
委
員
会

で
、
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録

が
正
式
に
決
ま
っ
た
。
屋
久
島
、

白
神
山
地
、
知
床
、
小
笠
原
諸

島
に
次
い
で
国
内
で
5
件
目
。

希
少
な
固
有
種
の
生
息
す
る
生

物
多
様
性
が
高
く
評
価
さ
れ
た

▼
中
で
も
西
表
島
は
、
推
薦
地

域
の
約
半
分
の
面
積
を
占
め
、

イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
を
は
じ

め
と
す
る
希
少
な
動
植
物
が
生

息
し
て
い
る
▼
登
録
が
決
定
し

た
一
方
で
、
課
題
も
多
く
存
在

す
る
。
例
え
ば
、
西
表
島
は
ギ

ン
ネ
ム
や
モ
ク
マ
オ
ウ
な
ど
の

外
来
種
が
侵
入
し
、
生
態
系
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

対
策
が
求
め
ら
れ
る
▼
「
鉄
は

熱
い
う
ち
に
打
て
」
に
は
、
も

の
ご
と
は
熱
意
の
あ
る
間
に
事

を
運
ば
な
い
と
、
後
で
は
問
題

に
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う
意
味

も
あ
る
▼
世
界
自
然
遺
産
へ
の

登
録
が
決
定
し
、
機
運
が
高

ま
っ
た
今
こ
そ
拍
車
を
か
け
て

課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
（
凧
）

【ヤエヤマアオキ。薬用などとして注目され、
盗掘により個体数が急速に減少している。】

（出典：改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 第３版）

ゆ

ん

た

く
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人事異動
転出者
お世話になりました。
令和3年3月31日付
所長 草野 秀雄 転出先 森林技術・支援センター
自然再生指導官 山邉 隆広 転出先 福岡森林管理署

転入者
よろしくお願いします。
令和3年4月1日付
所長 下田 勝也 前任地 九州森林管理局
主事 春田 魁登 前任地 佐賀森林管理署

編集者一言
表紙・裏表紙はドローンで
空中から撮影しました。
空から見る景色はひと味
違った感じがします。 裏表紙：サンガラの滝

ニュースレター
いりおもての森から
をリニューアルしました


